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　　会 長 久永　忠範
　　幹 事 軸屋麻衣子

会報雑誌委員長 浜田　一平

よいことのために
　　　　手を取りあおう

会長　久　永　忠　範

最近のＴＶ、新聞には必ずと言っていいほど、熊
の出没のニュースが毎日のように出てきます。日
本に生息する熊について、少し視点を広げて調べ
てみました。

今までも熊という存在は日常の中にあったと思
いますが、私たち人間と自然との距離感を考える
うえで、今回の報道が多くの示唆を与えてくれて
いるのではないかと思います。

日本には、北海道のヒグマ、本州から四国にか
けてのツキノワグマという二種類の野生の熊が生息
しています。ヒグマは体長１．５～３ｍ、体重１５０ｋｇ
～３６０ｋｇにもなる大型獣で、行動範囲も広く、縄
張り意識が強い点が特徴です。一方、ツキノワグマ
は体長１．１～１．５ｍ、体重４０ｋｇ～１２０ｋｇ程度で胸の
白い三日月模様で知られ、基本的には臆病で、人
の気配を感じると身を隠すと言われているそうで
す。どちらも雑食で、山の木の実や草、昆虫、時
には魚や動物の死骸も食べ、自然界の中で重要な
役割を担っています。

しかし近年、全国各地で熊の出没が増えている
背景には、山の餌となるブナやドングリの不作、温
暖化による冬眠期間の変化、里山の管理不足な
ど、複数の要因が重なっていると言われています。
人里近くに姿を見せる若い熊が増えていることも、
現在の深刻な社会問題として注目されています。

一方、私たちが暮らす九州では、かつてツキノ
ワグマが普通に生息していたそうです。縄文時代
の遺跡からは熊の骨が発見され、中世・江戸時代
の文献にも熊狩りの記録が残っています。しか
し、明治以降の急速な伐採や狩猟熱の高まりによ
り、個体数は激減してしまいした。１９５０年代を最

後に確実な痕跡は確認されず、現在、環境省レッ
ドリストでは「九州地方のツキノワグマは絶滅し
た」と判断しています。九州の山々に熊がいなく
なったという事実は、自然との関わり方を私たち
に問いかける象徴的な出来事とも言えます。

熊の問題は、人間社会だけで解決できるもので
はありません。自然環境、地域文化、そして人と
野生動物の距離感。その全てに向き合う必要があ
ります。ロータリーが掲げる「奉仕」の理念は、人
のためだけでなく、地域の自然や未来の世代のた
めにも向けられるべきものです。

先日発足した、鹿児島西ロータリーアウトドア
クラブにおいても、皆様との親睦と共に自然を学
ぶ良い機会になればと思っています。

私たちの活動には、自然
と共にある地域づくり、次
の世代に豊かな環境を引き
継ぐ責任も含まれていま
す。「日本の熊」が皆さま
と共に考えるきっかけとな
れば幸いです。

【ロータリー用語⑱】
【ロータリーソング】
　会員間の親睦、団結を深めるために始まったと
されています。代表的な歌は「奉仕の理想」「我
らの生業」「それでこそロータリー」「手に手つ
ないで」「四つのテスト」、そして「鹿児島西ロー
タリーの歌」（燃える心の桜島、友愛深き城の山、
かたく結ばん西クラブ）があります。
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11月はR財団月間です

① 四つのテスト唱和　　② ロータリーソング（それでこそロータリー）　

③ 会長あいさつ　　④ 会務報告　　⑤ 出席報告　　⑥ ニコニコBOX披露

「 日 本 の 熊 」

地区補助金事業
「冷凍食品開発で咲かせる笑顔～医療的ケア児支援～」

一般社団法人 らしさクリエイト様
本日の主要
プログラム



　両クラブが末永く友好関係にある事を祈念しましてニ
コニコします。

　本日は誠にありがとうございます。６０周年、台湾と
大変お世話になりました。来年はサンタローザでもお世
話になります‼

　下関東ロータリークラブのみなさま、ようこそ鹿児島
へ。皆様とお会いできることをとても楽しみにしており
ました。今夜も素敵な夜となりますよう鹿児島西ロータ
リークラブのメンバーと美味しい料理、焼酎でおもてな
しいたします。明日のゴルフまでよろしくお願いいたし
ます。

　下関東ロータリークラブの皆様、ようこそ‼
　本日はバリアフリー演劇「星の王子さま」のチラシを
配付させていただきました。次回、協賛金の募集もさせ
ていただきます。ニコニコご協力ください。

　下関東ロータリークラブの皆様、今年も鹿児島に来て
いただきありがとうございます。美味しいお料理と鹿児
島の焼酎でよか晩をお過ごしください。
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市内ＲＣ例会プログラム

前回の例会記録（11月21日分）

前 村　さおり 君

久  永　忠  範 君、軸  屋　麻衣子 君

Ｚｏｏｍでの例会参加（お昼の社交室）▶ 
ミーティングⅠＤ：7119758631 パスコード：westrc
※入室の際は会員名が分かるように名前表示をお願いいたします

https://www.rotary.org/
https://www.rotary.or.jp/
https://www.2730rc.jp/

Ｅメール・アドレス　info@kagoshima-w-rc.jp
ホームページ・アドレス　http://www.kagoshima-w-rc.jp/

ＲＩのホームページアドレス
日本のホームページアドレス
第２７３０地区ホームページアドレス

鹿児島西ＲＣ

〈本日のプログラム〉
　下関東ＲＣとチャーターナイト夜例会
　１８：３０～城山ホテル鹿児島

〈会務報告〉
１．地区事務所より都城中央ロータリークラブ創立４０

周年記念講演会のご案内
　申し込みは不要です。是非ご参加ください。
　日時：２０２５年１１月３０日（日）１０：３０～
　場所：「道の駅」都城ＮｉＱＬＬ　多目的室
　　　　宮崎県都城市都北町５２２５番地１
　　　　TEL ０９８６－３８－５５２９
　講演タイトル：『ことばがつなぐ　こころがひらく』
　　　　　　　講師 神田 嘉延氏（鹿児島大学名誉教授）

２．地区事務所より第３回奉仕プロジェクト部門
　　勉強会（Ｚｏｏｍ）のご案内

　テーマ：『私にとっての青少年育成』
　講　師：佐藤　豊子　氏（延岡ＲＣ）

元日本航空（ＪＡＬ）国際線客室乗務員で
ＪＡＬコーディネーションサービス接遇イン
ストラクターをなさっておられます。また
現在は、九州保健福祉大学非常勤講師でも
あられます。

　開催日時：２０２５年１２月１５日（月）１８：３０～１９：１５
　会　場：Ｚｏｏｍ
　　https://us06web.zoom.us/j/86779388308?pwd=
　　　　 　 bGGbSxKTbPQ4aacvh3nY8Z9M4tD4Qu.1

　　ミーティング I D：867 7938 8308
　　パスコード：021 5 6 7
　　登録料は不要ですが申し込みが必要です。参加ご
　希望の方は12/8までに事務局へお知らせください。

水  流　源  彦 君

下関東ロータリークラブ 会長 安 田　昌 壮 様

下関東ロータリークラブ 直前会長 吉 田　悟 様

クラブフォーラム（クラブの戦略計画）

次回予告 12月3日（水）12：30～　山形屋

　神田先生はベトナム北部の都市に日本語学校を開く
など日越交流に貢献。日本で学び母国の発展に尽くそ
うという現地の若者の姿にうたれたのが原点。ベトナ
ム北部の都市に新設される農業高校の運営にもかかわ
る予定で、神田さんは「教育という現場を通して両国
の交流をさらに深めたい」 2021年1月朝日新聞より抜粋


